
３ 地域における普及活動の実績 【本所：地域第１係】

課題番号３

岩見沢市４Hクラブの活動支援
～ プロジェクト活動を中心とした４Hクラブの活性化 ～

対象：岩見沢市４Hクラブ（17名）

１ 活動の背景

２ 活動の経過

岩見沢市４Ｈクラブは、プロジェクト活動や学習会を通じて、農業に関する知識や技術
の習得、仲間作りを目的とした青年農業者グループである。近年は会員の入れ替わりで、
プロジェクト活動を行ったことのない会員が増えたため、活動は学習会を主体としたもの
となっている。

Ｒ４年度よりプロジェクト活動の充実度に関するアンケート調査を実施し、今年は２年
目である。年々充実した活動ができたと感じる会員が増えている中で、プロジェクトに参
加する人数が少ないといった課題もある。アンケート調査を通じて問題点を確認し、充実
したクラブ活動となるよう支援を行う。

岩見沢市４Ｈクラブ活動に対する支援内容

・定例会（３回）

・にんにくプロジェクト活動支援（２回）

珠芽の種苗活用等の情報収集に関わる視察

・緑肥プロジェクト活動（後作緑肥による大豆減肥試験）支援（５回）

計画立案､土壌断面調査､生育･収量調査､結果整理､大豆減肥試験に向けた計画

・学習会（４回）、視察研修（２回）

開催に係わる運営方法の助言

［学習会］農作業安全、BLOF理論の実践、BS資材について、今年の課題整理

［視察研修］先進農家視察(芽室町)、(株)山本忠信商店、江別製粉(株)

写真１ 定例会 写真２ 学習会(BLOF理論) 写真３ 秋期視察研修

項　目 内　容（抜粋） R5平均 R4平均


・プロジェクトの発表・補助等(資料作成等)を行ったか（農業者会議、研修会等）
・発表により聞き手と意見交換できたか、助言をもらえたか

・記録は正確につけたか
・写真等を用いて、綺麗に見やすく記録したか

・問題解決の手順や考え方を理解したか
・生育・収量などの調査方法を理解できたか

3.3

2.9

3.0

結果･反省 2.8

・プロジェクトの選定理由や目標を理解できているか
・実態把握を十分に行い、地域の現状や問題点を整理できたか

・現状をよく調べて計画を立てたか（視察や学習会などの事前学習を行ったか）
・計画を立てる参考資料を十分に利用したか（プロジェクト活動のやり方への理解）

・計画にしたがって時期遅れなく実施できたか
・調査など活動に責任を持ち取り組んだか

記録 2.5

計画 2.7

実施 2.4

※評価基準(５段階)　5：極めて十分に達成　4：十分に達成　3：おおむね達成　2：やや達成できなかった　1:達成できなかった
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「プロジェクト活動の充実度」過去年のアンケート結果
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表１ 会員別アンケート結果 ：3.5点以上

３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

推進事項：プロジェクト活動の充実
アンケートの到達度５点中3.5点以上達成会員割合 現況21％ → 目標60％ → 結果12％

(１) アンケート結果について
・到達度５点中3.5点以上達成会員は２名であった(表１)。目標未達の理由として今年度

のプロジェクトは２カ年計画の１年目で現状把握を中心に活動したことが考えられる。
来年度はプロジェクトの成果が見えてくる年のため、点数向上が見込まれる。

・点数には表れなかったものの、学習会は頻繁に実施し、視察研修への出席率も高かった
ことから会全体で積極的に情報収集に取り組んでおり、充実した活動ができた。

・項目別アンケート結果の年次比較はＲ５より点数が下がった(図１)。理由として活動意
欲が高かった会員を含め５名が退会し新規会員が増えたことが考えられる。

・項目別アンケート結果は、計画で点数が上がった会員が６名であった(表２)。理由とし
て成績優秀者の栽培ポイントの発表や今年の各品目の振り返りのグループ討議を行い、
来年度に向けた改善点を話し合うことができたためだと考えられる(写真６)。

(２) プロジェクト活動の成果
・にんにくプロジェクトは、珠芽の栽培試験はできなかったものの、種苗としての活用に

ついて情報収集ができた。会員同士で技術の情報共有を行い栽培技術は安定してきた。
会員から「今後は販路を広げるためブランド化を目指したい」との声が上がった。

・緑肥プロジェクトは、後作緑肥による大豆の減肥試験を計画し、緑肥は目標乾物量を確
保できた。今後は減肥試験に向け計画を立てていく。また緑肥作付前の土壌断面調査で
は、各土層の深さや硬度を調査し、ほ場特性について理解を深めた。参加会員からは
「生育不良のほ場で実施してみたい」等の声が上がり、土づくりへの意識が高まった。

・プロジェクト活動支援及び、新規会員を中心に活動への理解度を上げ、参加会員増加
・学習会や視察研修の開催支援、新規会員の勧誘支援

写真４ 在来系にんにくの情報収集 写真５ 土壌断面調査 写真６ 学習会(成績優秀者の発表)

珠芽を種として
使えるなら生産
量を増やせそう

ほ場によって泥炭層
の高さが全然違う

来年は施肥量と株間
の見直しをしよう

図１ 項目別アンケート結果の年次比較

表２ 項目別アンケート結果

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ 会員数 達成割合

Ｒ６ 4.5 3.9 3.4 3.3 3.1 3.0 3.0 3.0 3.0 2.9 2.1 2.0 2.0 1.3 1.0 2.0 1.0 17 12%

Ｒ５ 3.0 3.4 4.0 3.4 3.3 3.2 3.0 2.5 3.0 3.8 2.5 4.8 2.0 1.0 － － － 19 21%

Ｒ４ 3.0 2.8 3.2 3.0 3.4 2.9 － 3.0 － 3.5 2.5 3.2 1.0 1.3 － － － 17 6%

:R5よりUP 　　:R5よりdown

R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5 R6 R5
A 5.0 3.0 5.0 3.0 4.5 3.0 4.2 3.0 4.0 3.0 5.0 3.0
B 4.0 4.0 4.0 3.5 5.0 3.0 4.3 3.3 3.0 3.7 1.0 3.5
C 3.0 4.0 3.7 3.5 3.5 4.2 3.3 3.8 2.7 3.7 4.5 5.0
D 3.0 3.5 3.3 3.5 3.5 4.2 2.8 3.5 2.7 3.0 5.0 1.0
E 3.0 3.5 3.3 3.5 3.3 3.2 3.2 3.0 2.3 3.3 3.0 3.5
F 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 2.8 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0
G 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0
H 3.0 3.0 3.0 2.5 3.0 2.4 3.0 3.0 3.0 2.3 3.0 1.5
I 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0
J 2.5 4.0 2.7 3.0 2.3 3.4 3.2 4.2 4.0 4.0 2.0 5.0
K 3.0 3.5 3.3 2.0 1.5 2.6 2.3 2.5 1.0 2.0 1.0 3.0
L 3.0 5.0 2.3 5.0 1.8 5.0 2.3 5.0 1.0 3.7 1.0 5.0
M 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0
N 2.0 1.0 1.7 1.0 1.3 1.0 1.2 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0
O 1.0 － 1.0 － 1.0 － 1.0 － 1.0 － 1.0 －
P 1.5 － 1.7 － 1.8 － 2.7 － 1.7 － 1.5 －
Q 1.0 － 1.0 － 1.0 － 1.0 － 1.0 － 1.0 －

平均 2.7 2.8 2.6 2.7 2.3 2.4
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